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大 内 氏 の 氏 寺 と し て 知 ら れ る 興 隆 寺 は 、

６ １ ３ 年 に 大 内 氏 の 始 祖 ・ 琳 聖 太 子 に よ って 創 建 さ れ た と 伝 わ る 。  県 文 書 館 に 残 る  「 興隆 寺 伽 藍 図 」  や 江 戸 期 の 街 道 絵 図  「 行 程 記 」に よ っ て そ の 寺 域 の 圧 倒 的 広 さ を 知 る こ とが 出 来 る 。 氷 上 橋 付 近 か ら 北 に 延 び る 参 道両 側 に は 百 を 数 え る 僧 坊 が あ っ た と も 言 われ て い る 。 ま た 興 隆 寺 内 に あ る 妙 見 社 は 、第 十 一 代 大 内 茂 村 が ８ ２ ７ 年 に 都 濃 郡 鷲 頭山 か ら こ こ に 勧 進 し た と 伝 わ り 、 興 隆 寺 ・妙 見 社 は 、 ま さ に 大 内 氏 の 氏 寺 と 氏 神 が 見事 に 一 体 化 し た 神 仏 習 合 の 一 大 寺 院 と 言 える だ ろ う 。 今 も 燈 籠 の 残 る か つ て の 法 界 門付 近 か ら 奥 は 大 内 氏 一 族 以 外 は 立 ち 入 る こと が 出 来 な か っ た と も 言 わ れ て い る 。

　
こ こ で 見 逃 せ な い の

は 重 要 文 化 財 に 指 定 され て い る 見 事 な 梵 鐘 。内 部 の 銘 文 に は 大 内 義隆 が １ ５ ３ ２ 年 に 寄 進し た と 記 さ れ て い る 。ま た 興 隆 寺 に は 大 内 菱の 家 紋 入 り の 琳 聖 太 子の 剣 も 残 さ れ て い る 。

興 隆 寺
（ 山 口 市 大 内 氷 上 ）

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝

古 谷 眞 之 助
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コ  ン  サ  ー ト  で  歌  う ち  ひ  ろ  さ  ん
み す ゞ の 詩 に 曲 を つ け 、歌 い 語 る メ ッ セ ー ジ シ ンガ ー 」 と し て 活 動 を 続 けて い る ち ひ ろ さ ん 。 今 回の ア ル バ ム に は 、  「 大漁 」  「 星 と た ん ぽ ぽ 」  「 私と 小 鳥 と 鈴 と 」  「 明 る い方 へ 」 な ど 、 フ ァ ン に とっ て 親 し み 深 い 曲 が 並ぶ 。 さ ら に 、 希 望 を と もす よ う な メ ロ デ ィ ー が 印象 深 い 新 曲 「 帆 」 も 含め 、 全 部 で

1 5曲 が 収 録 。

今 回 の コ ン サ ー ト で は 、ア ル バ ム 収 録 曲 を 中 心に 、 他 の オ リ ジ ナ ル ソ ング や カ バ ー ソ ン グ も 披 露さ れ る 。　
ま た 、 ス ペ シ ャ ル ゲ ス

ト に キ ー ボ ー デ ィ ス ト で編 曲 家 ・ 音 楽 プ ロ デ ュ ーサ ー の 西 本 明 さ ん を 迎 える 。 西 本 さ ん は 、

1 5年 に

リ リ ー ス し た ア ル バ ム 収録 曲 「 南 十 字 星 煌 く 空 の

　
さ ら に 、 Ｎ Ｈ Ｋ 山 口 放

送 局 の 長 野 亮 ア ナ ウ ン サー も 友 情 出 演 。 作 詞 ・ 作曲 、 ギ タ ー ・ ド ラ ム ・ バイ オ リ ン 演 奏 や 歌 の 心 得が あ る 長 野 さ ん と ち ひ ろさ ん は 、 ラ ジ オ 番 組 で 一緒 に な っ た の を き っ か けに 、 こ れ ま で い く つ か のス テ ー ジ で 共 演 し て きた 。 今 回 は 、  「 星 と た んぽ ぽ 」 な ど 数 曲 の ギ タ ー伴 奏 を 担 当 す る 。　
夜 公 演 は 、 午 後 ５ 時 半

開 場 、 ６ 時 ス タ ー ト 。 最初 に デ ィ ナ ー を 楽 し み 、そ の 後 コ ン サ ー ト に 移

る 。 料 金 は １ 万 ２ ０ ０ ０円 （ 税 込 み 、 ド リ ン ク別 ）  。 主 催 の ベ ル ミ ュ ーズ （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

４ ２ ７ ７ ） や 会 場 の 同 館（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０

８ １ １ ）  、 ロ ー ソ ン チ ケッ ト （ Ｌ コ ー ド

： ６ ２ ５

４ ７ ）  、 チ ケ ッ ト ぴ あ（ Ｐ コ ー ド

：

３ １ ７ ９ ８

５ ） で 、 ３ 月 ８ 日  （ 日 ）  まで 予 約 ・ 購 入 で き る 。

　
山 口 市 出 身 の シ ン ガ

ー ・ ソ ン グ ラ イ タ ー の ちひ ろ さ ん が 、 昨 年 ９ 月 にア ル バ ム 「 Ｍ ｉ ｓ ｕ ｚ ｕ　
Ｓ ｏ ｎ ｇ ｓ

－

金 子 み

す ゞ の う た が き こ え る 」（ 日 本 コ ロ ム ビ ア 、 ３ ３０ ０ 円 ） で メ ジ ャ ー デ ビュ ー し た 。 そ れ を 記 念 して 、 ３ 月

1 4日  （ 土 ）  に 地 元

で コ ン サ ー ト が 開 か れる 。 会 場 は セ ン ト コ ア 山口 （ 山 口 市 湯 田 温 泉 ３ ）で 、 午 後 １ 時 か ら の 昼 公演 は 完 売 。 夜 公 演 の み チケ ッ ト 販 売 中 だ 。　
２ ０ ０ ３ 年 か ら 「 金 子

下 に 」 で 初 め て 編 曲 。 それ 以 降 、 み す ゞ 作 品 の 代表 的 な 歌 （ 前 記 に 加 え
「 こ の み ち 」  「 鯨 法 会 」 な

ど も ） や 、 ち ひ ろ さ ん 作詞 作 曲 の オ リ ジ ナ ル ソ ング な ど も 編 曲 を 担 当 し てお り 、 コ ン サ ー ト で も 何度 か 共 演 し て い る 。

メ  ジ  ャ  ー  ア  ル  バ  ム  リ リ ー  ス 記 念ち ひ ろ さ ん が 地 元  ・  山 口 で コ ン サ ー ト

山 口 井 筒 屋
﹇ ５ 階 ﹈ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 3 月 4 日 掲 載

【 フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 】

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

【 催 場 】

2 8日  （ 土 ）  〜 ３ 月

１ 日  （ 日 ）  ：

火 災 予 防 作 品

展 示

【 美 術 ギ ャ ラ リ ー 】

〜 ３ 月 ２ 日  （ 月 ）  ：

心 の ま

ま に 堀 山 貴 楊 書 作 展

学
　 　

ぶ

３ 月  １ ４ 日

乗 客

割 が な ん ら か の 電 子 機 器 を 見 て い る 、と 言 う 。 通 勤 時 間 帯 だ か ら 乗 客 は 主 に学 生 か 中 年 の 人 だ 。 彼 女 は 座 れ れ ば 新聞 を 読 む 。　
私 は 、 ほ ん の 時 折 、 ７ 時 台 の 列 車 に

乗 る 。 湯 田 温 泉 駅 か ら 山 口 線 で 新 山 口駅 ま で 。 高 校 生 が 多 い 。 彼 ら は 友 人 と小 さ い 声 で ニ コ ニ コ と 話 し て い る 。 参考 書 を 真 剣 に 見 つ め て い る 人 も い る 。旅 行 客 が キ ャ リ ー ケ ー ス を 引 い て 乗 って く る 。 じ っ と 窓 の 外 を 眺 め て い る 。私 に は 見 慣 れ た 景 色 も 旅 行 客 に は 新 鮮な の だ ろ う 。 電 子 機 器 に 触 っ て い る 人

　
友 人 が 列 車 で 新 山 口 か ら

徳 山 に 通 勤 し て い る 。 彼 女の 観 察 に よ る と 、 乗 客 の 八

は 少 な い 。　
昨 年 、 久 し ぶ り に 名 古 屋 か ら 新 山

口 ま で 新 幹 線 に 乗 っ た 。 発 車 間 際 隣席 に 男 性 が 座 っ た 。 彼 は す ぐ に パ ソコ ン を 開 い た 。 横 目 で ち ら り ち ら りと 見 た 。 何 か 横 文 字 が 並 ん で い る 。ど ん な 人 な の だ ろ う 、 と 顔 を 見 た 。外 国 の 赤 毛 の 紳 士 だ っ た 。 彼 も こ ちら を 見 た 。 友 好 の 笑 顔 。 私 も と び っき り の 微 笑 み を 返 し た 。　
私 の い つ も 乗 る 市 内 循 環 バ ス の 乗

客 は 高 齢 者 が 多 い 。 電 子 機 器 を 誰 もい じ っ て い な い 。 買 い 物 袋 を 横 に 居眠 り し て い る か 、 ぼ ん や り 外 を 見 てい る 。 静 か だ 。 空 を 行 く 飛 行 機 の 乗客 は 何 を し て い る の か し ら ？

　
も し

か し て 、 こ の バ ス を 見 て い る か な ？
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

世 代 を 超 え て 楽 し め る

　
山 口 市

の 大 殿 地域 を 舞 台に 、 ３ 月８日（ 日 ）  ま で「 や ま ぐち 大 殿 ひな さ んぽ 」 が 開か れ て いる 。 ２ ０１ ２ 年 から 毎 年 この 時 期 に

開 か れ て い る 催 し で 、 今年 で

1 5回 目 。 大 路 ロ ビ ー

（ 山 口 市 下 竪 小 路 、

☎
０

８ ３

－

９ ２ ０

－

９ ２ ２

０ ） 指 定 管 理 者 の Ｎ Ｐ Ｏ法 人 大 路 小 路 ま ち ・ ひ とづ く り ネ ッ ト ワ ー ク （ 内山 秋 久 理 事 長 ） が 主 催 する 。　
店 舗 や 公 共 施 設 な ど

2 3

カ 所 に 、 明 治 か ら 平 成 まで の さ ま ざ ま な 時 代 に 製作 さ れ た ひ な 人 形 約

5 0セ

ッ ト が 飾 ら れ て い る 。 また 、 一 般 的 な 七 段 ・ 五段 ・ 三 段 ・ 親 王 と い っ た飾 り だ け で な く 、 十 朋 亭維 新 館 内 の 「 杉 私 塾 」 には 、 平 安 時 代 の 茶 会 や 野だ て の 様 子 を イ メ ー ジ した 「 平 面 飾 り 」 も 創 作 され て い る 。　
「 多 彩 な お ひ な さ ま を

巡 り な が ら 、 大 内 文 化 や明 治 維 新 の 面 影 を 残 す 、こ の 地 域 の 魅 力 も 再 発 見

　
十 朋 亭 維 新 館 で は 、 企

画 展 「 萬 代 家 コ レ ク シ ョン で 楽 し む

　
春 夏 秋 冬 」

も ３ 月

3 0日  （ 月 ）  ま で 開 か

れ て い る 。　
十 朋 亭 と は 、 こ の 地 で

代 々 し ょ う ゆ の 醸 造 業 を営 ん で き た 萬 代 家 の 離れ 。 幕 末 期 に は 長 州 藩 の
「 御 用 宿 」 と な り 、 藩 の

役 人 や 維 新 の 志 士 た ち が多 く 訪 れ た 。 そ の よ う な来 客 へ の も て な し の 場 面で 活 躍 し た の が 、 室 内 にあ っ て も 四 季 を 感 じ さ せる さ ま ざ ま な 調 度 品 だ 。　
同 家 伝 来 の 書 画 、 茶 道

具 、 食 器 な ど は 、 ２ ０ ０３ 年 と

1 4年 に 萬 代 家 か ら

山 口 市 に 寄 贈 さ れ た 。 本展 で は そ の 中 か ら 、  「 白磁

 

染 付 木 莵 （ ミ ミ ズ

ク ） 形 香 炉 」  （ 同 館 蔵 ）や 「 絹 本 着 色
 

菊 図 」  （ 兼

重 暗 香 筆 、 山 口 市 歴 史 民俗 資 料 館 蔵 ） な ど 、 特 に季 節 を 感 じ さ せ る

1 3点 が

展 示 さ れ て い る 。　
立 石 智 章 学 芸 員 は 「 展

示 品 を 通 じ て 、 萬 代 家 の人 々 の お も て な し の 心 を感 じ 取 っ て も ら え た ら 」と 話 し て い る 。　
同 館 で は 、 オ リ ジ ナ ル

グ ッ ズ を も ら え る 「 な ぞ解 き 館 内 ラ リ ー 『 山 口 の幕 末 の 偉 人 ５ 人 を さ がせ ！ 』  」 も 合 わ せ て 開 催中 。 本 館 展 示 室 の 観 覧 料は 、 大 人 ２ ０ ０ 円 、 小 中学 生 １ ０ ０ 円 。 火 曜 は 休館 。 問 い 合 わ せ は 、 同 館（
☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

１

６ ８ ８ ） へ 。 し て も ら え た ら 」 と 、 同団 体 の 河 野 智 さ ん 。

ひ な 巡 り で 地 域 の 魅 力 を 再 発 見

２ ３ カ 所 で 「 大 殿 ひ な さ ん ぽ 」

～  ３ 月  ３ ０ 日
萬 代 家 の 調 度 品 を 展 示

十 朋 亭 維 新 館

～ ３ 月 ８ 日

Ｊ  Ａ 山 口 県 女 性 部         ×

コ ー プ や ま ぐ ちお い し い ！

 た の し い ！

 山 口 の 味 ♪

合 同 試 食 会

を
開 催 ！

2 1 2 5

　
１ 月

2 9日 に 、 Ｊ Ａ 山 口 県 女 性 部 と 共 催

で 、 こ こ と 宇 部 店 に て 「 お い し い ！ た のし い ！ 山 口 の 味 ♪ 合 同 試 食 会 」 を 開 催 しま し た 。　
こ の 取 り 組 み は 、 Ｊ Ａ 山 口 県 の 女 性 生

産 者 と コ ー プ や ま ぐ ち の 女 性 消 費 者 と が力 を 合 わ せ 、 山 口 県 産 の お 米 や 農 産 物 ・畜 産 物 の 魅 力 を 発 信 し よ う と 行 わ れ ま した 。　
こ こ と 宇 部 店 に お 買 い 物 に 来 ら れ た 方

に 、 山 口 県 産 米 の お に ぎ り と 、 鹿 野 あ じわ い 豚 や 県 産 野 菜 を つ か っ た 豚 汁 を 食 べて い た だ き 、 県 産 農 畜 産 物 を Ｐ Ｒ し ま した 。　
参 加 さ れ た 来 店 者 の 方 か ら は 、  「 豚 汁 、

山 口 県 の 野 菜 が た っ ぷ り 食 べ ら れ て 、 とて も お い し か っ た で す ！ 」  「 な る べ く 山 口県 産 を 選 ぶ よ う に 心 が け て い ま す 」  「 普 段家 で 、 子 ど も が あ ま り 味 噌 汁 を 食 べ な いの で す が 、 た く さ ん 食 べ て び っ く り です 」 と い っ た 感 想 を い た だ き ま し た 。 会場 で は Ｊ Ａ 山 口 県 の お 米 に つ い て の パ ネル 展 示 も 行 わ れ 、 お 米 を 取 り 巻 く 環 境 につ い て 、 ク イ ズ を 通 し て 学 ぶ こ と も で きま し た 。　
こ れ ま で 、 Ｊ Ａ 山 口 県 と は 、 県 内 の 農

業 を 盛 り 上 げ る テ レ ビ 番 組 「 み ん な の よい 食 プ ロ ジ ェ ク ト う ま い ル み 〜 つ け

 

た ！ 」 で 、 県 産 農 畜 産 物 の 魅 力 を 発 信 した り 、 山 口 県 産 の 食 材 を 使 っ た 料 理 実 習交 流 会 を 共 催 し た り す る 等 、 協 同 組 合 間連 携 を す す め て い ま す 。　
こ れ か ら も 相 互 の 交 流 を す す め 、 同 じ

生 活 者 の 立 場 と し て 、 食 と 農 の 結 び つ きを 強 め る 取 り 組 み を 行 っ て い き ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


